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景観の〈政治化〉とコミュニティの再構築＊
――中国・西部大開発をめぐる生活世界の経験 ――
山 本 早 苗＊＊
１ 問題関心
国民国家の境界を絶えず再審するグローバル化
は、いまや空間論的転回をもたらしている。これ
まではグローバル化を均質化のプロセスととらえ
る「領域のメタファ １ー）」の位相から論じられて
きた。しかし、現在の議論の関心は、グローバル
な流動つまり著しい速さと予期できない形態を
とって領域を横断する、きわめて非均質的で断片
化されたヒト・情報・モノ・カネ・イメージ・リ
スクのフローに向けられており、「流動体のメタ
ファー」の位相において展開している（アーリ
２００６：６８）。吉原は、アジアの都市空間を論じる
なかで、流動化やネットワーク化が、コミュニ
ティの解体―再編の過程を抱合しながら進んでい
ることを指摘する（吉原２００８：４９）。
グローバル化する現代社会では、社会そのもの
が流動化し、そこで暮らす人びとの生活も波を漂
うかのごとく漂泊しつづけている。社会の流動化
を強力におしすすめる市場化の波は、また一方
で、社会に生きる個人個人に、自己責任と自己規
律化を要請する（春日２００７）。波をうまく乗り切
れなかった多くの者たちは、自己規律を内面化で
きなかった無能力な者という烙印をおされ、自己
責任の名のもとに切り捨てらる。そこで、あたら
しい資本主義の波にうまく乗るためには、時間と
能力における変革が求められる。
空間の意味がおおきく転回している現代社会に
おいて、あらたな時間感覚と能力の変革を要請さ
れながら移動を繰り返す人びとの生活世界を理解
するためには、農村などローカルに境界づけられ
た領域での定住生活を前提にするのではなく、都
市や農村を横断して移動生活を送る人たちが、マ
クロな政治や権力の介入とせめぎあいながら、い
かに暮らしを組み立てているのかという社会的経
験の相を問いなおすことが必要になる。なぜな
ら、社会的経験の相を再構築することによって、
移動生活者たちがいかなる希望や抑圧を抱えてい
るのか、それが空間にどのように反映されている
のか、そしてマクロな力とミクロな実践との相克
や折衝のダイナミズムがどのように生成されてい
るのかをとらえることが可能になるからである。
本論文の目的は、新自由主義の波が浸透してい
る社会主義国家の中国社会において、景観の〈政
治化〉という視点から、人びとが暮らすローカル
な生活空間がどのように変化し、どのようなアク
ターによっていかに再編されているのかを明らか
にすることである。ここでいう景観の〈政治化〉
とは、景観が国家権力によって政治的に構築され
てゆくプロセス、およびそこではたらく力関係を
意味する。景観とは、身のまわりについての視点
を定めるさいに拠ってたつ内なる世界であり、記
憶と時間性をもった場所である（アーリ２００６：
２３７）。そして場所はパフォーマンスのシステムで
あり、ダイナミックで頻繁に移動するものである
（アーリ２００６：xiv）。景観の〈政治化〉に着目す
ることによって、空間にはたらくマクロな政治や
権力を可視化できるだけでなく、そうしたマクロ
な力に拮抗・折衝しながら景観を変化させたり再
編させてゆく人びとの実践をもとらえることが可
能になる。具体的には、中国西部大開発戦略にお
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１）アーリによれば、社会制度を集積させ、領域としてのそれぞれの社会を取り囲む明確かつ管理された境界をもつ
さまざまな社会が存在していることを意味する（アーリ２００６：５７）。
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ける大規模な景観の〈政治化〉のプロジェクトと
して棚田建設プロジェクト（中国語では梯田建設
工程２） を事例にして、マクロな政治と権力が介
入するミクロな生活空間の意味の転回を論じる。
筆者は、２００８年１０月に、甘粛省東部の山村で大
規模におこなわれている棚田建設現場をめぐった
のち、棚田建設の歴史がながく、西部大開発がは
じまってから大規模でシステム化された棚田建設
をおし進めている甘粛省定西市の T県を調査対
象とした。本調査は、２００９年４月６日から５月１６
日にかけて、甘粛省定西市 T県 B鎮 S村の村書
記宅に滞在し寝食をともにし、村幹部や鎮政府幹
部たちとともに建設中の棚田をみてまわり、建設
現場ではたらく農民たちと交流した。ふだんは村
の農家たちの農作業の手伝い、定期市や井戸端会
議の場にまじって参与観察をおこなった。この期
間、鎮政府での資料収集および近隣のむらの棚田
建設の視察および聞き取り調査もあわせておこ
なった３）。
中国西部に位置する甘粛省は、たいへんユニー
クな地域である。北部に内モンゴルと隣接し、西
部に砂漠地帯がひろがり、南部は漢方薬の産地で
ある山林地帯、東部の黄土高原へとつづく。自然
の多様さと長年にわたる開拓と移民の歴史を反映
して、牧畜・遊牧・農耕生活という３つの異なる
生活様式がかさなりあう境界領域にある。甘粛省
は、漢族と回族が雑居している土地で、イスラー
ム文化の影響がたいへん濃厚である。白い帽子や
色とりどりのヴェールを身にまとったムスリムの
人びとが、通りで露店をひろげている。羊肉と牛
肉をつかった麺食を主食とする人びとの食習慣
や、モスクが建ちならぶ景観にもイスラーム文化
の色濃い影響をみることができる。しかし、その
一方で、多くの回族が農耕や牧畜をいとなんでい
る。漢族と回族の文化混淆は、景観から生業、人
びとの食習慣、ライフスタイルにいたるまで、広
くゆきわたっている。
２ 中国西部における国家開発の展開
２．１ 西部フロンティアをめぐる開発の歴史
中国西部は、手工業や商業がはやくから発達
し、地理的にみて要衝にあたるため戦乱が絶え
ず、あいつぐ飢餓や自然災害のために人びとの移
動も絶えなかった（戴・世明２００６、王䇞
ほか２００３など）。甘粛省東部を中心とする中国の
西部フロンティアを対象とした開発は、秦代から
はじまり、王朝の変遷とともに屯田政策として推
進されてきた４）。近年展開されている西部大開発
戦略は、貧困を軽減して国内格差を是正するため
に、沿岸部を中心とする経済開発に重点をおいた
開発路線から、資源開発とインフラ整備を重視し
つつ、環境主義などグローバルな価値を大きく反
映した国家開発へと転換をはかった。西部フロン
ティアの開発は、つねに政治的・軍事的な情勢の
２）「梯田建設工程」は、事業への申請から計画・実施・点検・評価にいたる一連の諸手続きと、民衆の組織化や意
思決定・合意形成の場の設定とその運営、思想教育という面ももっている。日本語の工程の意味とは異なるた
め、本論文では、プロジェクトという表現を用いる。
３）本論文中で使用している統計データは、政府統計資料と年次報告書の数字をもとにしているため、計画目標値の
積算となっており、実態よりも数値がかなり大きい。しかし B鎮の統計データおよび村の統計データは、内部
資料と聞き取り調査にもとづいて作成しているため、実態を反映するものとして作成されたものである。
４）清朝になると、人口の急増と耕地不足を背景に、貧民救済を目的にした山地での大規模な開拓が行われる（王
䇞ほか２００３）。１９３０年代からは、抗日戦争で国内に不安が高まり、西部が戦略拠点として認識され安全保障の観
点から注目を集め、１９５０年代以降は、大生産運動と大躍進とを背景にして、大規模な環境破壊を進めながら西部
でも経済建設がなされた。
写真１ 甘粛省の棚田建設プロジェクト
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変化にあわせて、開発の動向が左右されてきた。
また外からの圧力にくわえて、都市住民から西部
の環境保全を求める声がしだいに高まり、政策の
転換を推進する力となったことも見逃せない５）
（辛⿃山・白廷В２００７：３９）。
近年の西部大開発戦略の対象となったのは、雲
南や甘粛をはじめとする１２の省、自治区、直轄市
である６）。ここでは行政区や地理上の西部の範囲
をはるかに上回る大規模な「西部」が政治的に設
定されている。中央や都市からみた「周縁」ある
いは「遅れた」経済・社会・文化としての「西
部」というまなざしにより形成されている場でも
ある（余永２００５、方李莉２００６など）。つまり、
「西部」という場は、資源配分の不公正を象徴す
る地理的布置であるとともに、都市のまなざしに
よる権力作用として立ち現れる磁場でもある。
西部大開発戦略のおもな内容は、国家主導の資
源開発をつうじた都市・農村格差の是正にある
が、具体的には、東部沿岸地域や都市部への供給
を目的とした西部の資源・エネルギーの開発およ
び飛行場や鉄道・道路建設などの大規模なインフ
ラ整備が中心である。西部大開発以前からなされ
てきた貧困対策のプロジェクトも西部大開発戦略
のなかにくみなおされ、少数民族の伝統文化を文
化資源（文化遺産）として、あらたにとらえなお
した文化開発が、ツーリズムとリンクしながら展
開されている。とくに西部大開発の特徴である環
境保全という名目で大々的におこなわれている退
耕還林・還草や生態移民、棚田建設などの生態建
設と流域保全管理は、持続可能な発展の実現にか
かせないものとされ、重要な位置をあたえられて
いる７）。
２．２ 棚田建設プロジェクトの展開
人びとのライフスタイルや生活規範にまで踏み
こんだ開発をおし進める棚田建設プロジェクト
は、１９４９年の新中国建国以来、とくに１９６０年代以
降、党と人民政府に重視されてきた。大きく３つ
の段階にわかれて、大規模かつ多様な形式をもち
いた民衆動員がなされた。第一期と第二期は、民
衆運動としての棚田建設が多くみられるが、第三
期になると政治的動員の性格を強める。
第一期は、１９６４年に中央政府が発した「農業学
大寨（農業は大寨に学べ）」精神による民衆運動
の時期である。政府は、棚田建設プロジェクトを
「改土（土壌改良）」と「自然革命」として位置づ
け、農地基本建設をおし進めた。しかし、文化大
革命の波が、農村にもふかく浸透するようになる
と、棚田建設プロジェクトはいったん停滞を余儀
なくされる。その後、地方幹部と農民を主体に、
自分たちの資金と労力をもとでに、手作業による
小規模な棚田建設をはじめる。
第二期は、１９７８年以降、改革開放政策が本格化
するにつれて、農業生産責任制のもとで進められ
た「脱貧到富」、「総合開発」的な棚田建設プロ
ジェクトがはじまる。絶対的な貧困状態にあった
農村では、大規模な建設を各地でおこなうように
なる。おもに県や区を単位にして、小流域総合治
水管理の形式ではじまった。棚田建設が大規模化
するにつれて、政府の補助金や関与もしだいに大
きくなる。「三集中」や「四統一」といったス
ローガンをもちいて、上から下へと指導・監視す
るかたちで開発が展開し、大規模な組織化がはか
られ、労働形態や時間管理が徹底されていった。
第三期は、西部大開発戦略を背景に、国家が、
住民参加による大規模な機械整備型の棚田建設プ
ロジェクトを積極的におし進めた。これまでの棚
５）江沢民が、１９９９年に共産党十五回四中全会を通過した『中共中央国有企業改革と発展にかんする重大問題の決
定』で、国家が西部大開発戦略を実施することを明確にした（賀萍２００５：４２）。１９４９～１９７８年にいたる均衡政策
では、二度にわたる大規模な「西進」運動により、東西格差がある程度是正されインフラ整備がはかられたこと
が、今回の西部大開発の基礎となった（賀萍２００５：４１）。
６）西部大開発戦略の対象となったのは、重慶、四川省、貴州省、雲南省、チベット自治区、陝西省、甘粛省、青海
省、寧夏回族自治区、新疆ウイグル自治区、内モンゴル自治区、広西壮族自治区である。中国の少数民族の多く
が西部地区に暮らす。
７）中央政府は、２００９年６月に、食糧安全保障のために、退耕還林計画を一時中止することにした。食糧の自給自足
の最低条件とされる１８億ムーの農地の確保を優先した。中国企業は、フィリピン・ラオス・ロシア・カザフスタ
ンでの耕作権を購入したほか、アフリカには１００万人の中国人が移住している（『参考消息』２００９年６月２５日
付）。
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田建設は、おもに貧困政策のひとつにすぎなかっ
たが、防災や環境保全および合理的な水土資源の
利用と食糧安全保障機能を強調するように転換し
ていった。ここでとくに強調されたことは、条件
のわるい傾斜地でも、個人の努力とむらの共同に
よって棚田化すれば、保水効果もなく土壌と肥料
の流出のおおい「三䎥田」が、水も土も肥料もた
くわえる「三保田」に生まれ変わることができる
という希望を共有する物語だった。いいかえると
勤勉と自助努力による困難の克服というサクセス
・ストーリーの称揚であり、かつ政治的スローガ
ンであった。これまで自然条件の悪さが貧困の原
因とされていたが、貧困の原因が人びとの努力と
むらの共同労働に帰されるようになった。貧困で
あることは、自己責任かつ連帯責任なのだという
言説に転換してしまったのである。
１９６０年代以降の棚田建設プロジェクトは、全国
でひろく展開された民衆動員の運動である。これ
らは、漢族による大規模開拓を中心とするもの
の、少数民族自治区や自治州においても展開して
いる。西部大開発戦略を背景に、とりわけ２００４年
ごろから、少数民族の居住地を対象にした棚田建
設プロジェクトが規模・費用ともに、以前をはる
かに上まわるスピードで実施されるようになっ
た。上級機関が開発目標値を設定し、これまでに
ない大規模な補助金の交付や優遇措置を打ちだす
ようになると、少数民族地域では、この開発の波
にのるべく、コミュニティを開発単位にくみかえ
て、プロジェクトの参加を徹底していった。
現在の棚田建設プロジェクトは、おもに甘粛省
や寧夏回族自治区など西北部で展開されている。
なかでも、近年の棚田建設の重点は甘粛省であ
る。農業の生産力向上と水土流失対策を求める
ローカルな声が高まっていたので８）、甘粛省で
は、金昌市、張掖市、酒泉市、嘉峪関市をのぞい
て省内全市で棚田建設を大規模に実施している。
１９９０年代後半から、生態建設プロジェクトと貧困
対策において、棚田建設のしめる地位が高まっ
た。さらに、甘粛省の平涼市庄浪県が、１９９８年に
全国ではじめて「中国棚田化模範県」に指定され
たことが、ほかのコミュニティを刺激して、棚田
建設ブームを巻き起こす転換点となった。
３ 開発をめぐるローカルな生活世界の経験
３．１ 絶対的貧困からの脱出と土地からの解放を
求めて
甘粛省で棚田建設プロジェクトを大規模に進め
ている T県 B鎮の歴史はたいへん古く、新石器
時代にすでに人びとがこの地に住みついていたと
される。『B鑑志』によると、元の時代の大徳年
のあいだに粛王府が現在の甘粛に３つの苑馬寺を
建設し、Bはそのうちのひとつだったとされる。
明代１４０９（永楽７）年に A監と名をかえ、静寧
州に所属し、清朝の１６７５（康煕１４）年に B監と
あらため、現在の B鎮の名の由来となる。明代
と清朝には、甘粛４大名鎮のひとつとなり、１９９７
年に郷を鎮にあらため、２００４年１１月に２つの郷を
合併して、現在の B鎮にいたる９）（B鎮政府資料）。
現在は、定西市が推進する「中国のジャガイモ
生産の故郷」として、棚田の農業近代化と農業・
牧畜業との混合に地域の活路をみいだしている。
T県では、公共事業ブームのひとつに棚田建設プ
ロジェクトをあげており、なかでも B鎮は、ほ
かのむらよりも大規模に機械化を推進している。
現在、B鎮が棚田建設の重点をおいているのは S
村である。S村は、B鎮の西部にある黄土高原地
帯で、７つの村民小組からなり、人口１３４４人、
３０７戸である。急峻な山地であるにもかかわらず、
総耕地面積は６４１３ムー（畝）１０）にもおよぶ。水田
８）たとえば２００５年までに、甘粛省の水土流出（土壌流出）面積は、１３６１万ヘクタールにもおよび、そのうち水土流
出整備面積は７７５万ヘクタールである。整備面積のうち棚田を主とする「三田」建設の面積は１９８万ヘクタールを
占める（政府統計資料）。
９）鎮には、３５の村民委員会、１つの社区、２３４の村民小組、人口４万１６３６人、８８２８戸。B鎮はおもに漢族と回族か
ら構成され、総人口のうち回族は合計２２３人である。耕地面積は、１９．４万ムー、一人あたりの占有耕地面積は
４．５６ムー、退耕還林面積は３．１６万ムー、現在の棚田面積は５．７万ムー、傾斜地８．３万ムー（このうち棚田に適した
面積は６．２万ムー）、荒山造林は合計２．７万ムーにおよぶ（B鎮政府統計資料２００９年５月現在）。
１０）１畝（ムー）は、およそ６６６．６７平方メートルにあたる。１５ムーは、１公頃（ヘクタール）に等しい。１平方キロ
メートル＝１００公頃（ヘクタール）＝１０，０００公畝。
【L：】Server／関西学院大学／社会学部紀要／社会学部紀要第１０９号／山本早苗 ３ 校
― ―１１８ 社 会 学 部 紀 要 第１０９号
はまったくなく、すべて畑作で、耕地のうち棚田
面積３０００ムー、退耕還林面積２０００ムー、一人あた
り平均占有耕地面積４．８ムー、一人あたり平均農
業生産量２５０キログラムである。自給自足したう
えで、市場で販売するだけの作物量を確保できる
が、農民の純収入は、１５００元（約２万円）ほど
で、国内でもっとも貧しい地域のひとつである。
S村では、１９７０年代から棚田建設が本格的には
じまった。とりわけ１９６０～７０年代の生活は、悲惨
だったという。むらでは、だれひとり空腹を満た
せず、モーモ（パンのようなもの）と野菜の塩漬
けしか食べられず、生のジャガイモを食べて空腹
をまぎらわした。洗顔のための水や飲み水を確保
するのにも苦労する黄土高原のむらむらでは、一
生のうち出生・結婚・葬送の３回しか風呂に入れ
ない慣習がいまもつづいている。
S村ではじめから棚田建設にかかわってきた４０
～５０代の女性たちは、「あの頃の暮らしは、もう
思いだしたくない。頭が痛くなる。食べもんがな
いなかで、朝から晩まで、はたらきどおし。体が
くたくたでも夜はひもじくて、ちっとも眠れん
かった。男も女も関係ない。体の動けるもんは、
みんな棚田にいって、牛といっしょ、とにかく人
の力だけで棚田をつくった。棚田ができたとき
は、とにかくうれしかった。これで食べてゆける
と思った」という。みんなで苦労して作りあげて
きた棚田には誇りを感じている。急斜面の棚田に
はいつくばらなくても、人並みに立って農業をで
きるようになったと笑顔で語る。
S村にかぎらず、当時の中国の農村のおおくは
人民公社の矛盾が最大限に達しており、絶対的貧
困状態にあり、飢餓の蔓延と乞食の急増によっ
て、むらの生活はほとんど破壊されていたといっ
ても過言ではない状態だった１１）（柿崎ほか編
２００８：２９６）。こうした時代背景を考えるならば、
棚田建設は、当時の人びとにとって、自立救済の
ための唯一の道だったのではないだろうか。だか
らこそ、人びとは、執念にとりつかれたかのよう
に棚田建設をおし進めていったのであり、コミュ
ニティのあらゆるエネルギーを棚田建設に投入し
えたのである。いまや黄土高原のおおくが棚田へ
と変貌をとげている。おもにジャガイモ、トウモ
ロコシ、小麦を中心とした畑作農業をいとなむ。
ジャガイモは、農民たちの主要な収入手段である
だけでなく、かれらの主食でもある。
人びとの一年の生活リズムは、農暦（陰暦）に
あわせていとなまれる。年中つねに乾燥し、黄砂
が吹き荒れるが、４月から８月の農繁期のあいだ
は、朝晩に濃い霧がたちこめ、よく雷雨になる。
雷雨を合図に、棚田でジャガイモやトウモロコシ
の植え付けがはじまる。農民たちはみな天にたよ
り、自然のリズムにあわせて農業をいとなむ。ど
の家でも、農業の機械化は進んでおらず、牛耕と
人力で耕し、おもに牛フンを肥料にするが化学肥
料もつかう。１１月をすぎれば農閑期をむかえるの
で、日が高くなったら起きて、むらの男性たち
は、酒を飲んではサイコロやトランプや麻雀で賭
博して盛り上がり、女性たちは、布団カバーや靴
底の刺しゅうをしたり、近所のともだちと茶を飲
んでおしゃべりをして遊んで暮らす。春節の前に
は、出稼ぎに出ていた人たちも、むらに戻ってき
て、家族や親戚があつまって毎日盛大な宴会をひ
らく。この時期だけ、むらは祭りのようににぎわ
い、毎日、酒とご馳走がふるまわれる。
むらでは、自給自足を基本とした農業がつづい
ているが、いまでは棚田建設プロジェクトが要請
するような専業農業に従事する「農民」を探すこ
とは、ますます困難になっている。農民たちは、
農閑期になると、都市へ出稼ぎにゆき農民工とな
り、春節（旧正月）をむかえる前にむらに戻って
くる。都市での稼ぎがよいと、農繁期もむらに戻
らないこともある。そのため普段は老人・障がい
者・女性・子どもたちだけがむらに残され、棚田
での過酷な農作業をこなさなければならない。む
らの若者たちは、親戚や知人のネットワークのほ
か、むらで老いも若きも一人一台は所有している
携帯を利用して情報交換し、おもに新疆ウイグル
自治区、内モンゴル自治区、広州や深などに出
稼ぎにゆく。果樹を中心とした商品作物を栽培す
る大農場に雇われるほか、家の修築などの低賃金
の肉体労働に従事したり、露天販売をして生計を
たてている。むらの中や都市にでて雑貨屋や駄菓
１１）１９５８年以前は食糧の純輸出国であった中国が、１９６１年以降、食糧輸入国に転じ、１９７７年には５９８万トンも食糧を
輸入していた（柿崎ほか編２００８：２９５）。
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子屋をひらく人も少なくない。むらの一部には、
「老板」とよばれる個人経営者も増えている。い
まや農村で暮らす人びとの仕事は、農業だけに限
定されない。かつての定住を基本とした農民像
は、いまでは「移動生活者」へと完全に転換され
ている。都市へ出稼ぎにゆくということは、人び
とにとって、これまで縛りつけられていた棚田か
らの解放、過酷な労働からの解放、むらからの解
放、家族からの解放を意味した。そして都市とい
う未知のあたらしい世界への憧れ、起業のチャン
スをめざして希望を抱いてみずから農民工になる
ことを選択していったのである。
３．２ ローカルな差別の共有と都市への投企
西部大開発を背景に、とりわけ２００４年以降、大
規模な棚田建設プロジェクトが本格的に展開す
る。政府は、大規模な棚田建設を実施するため
に、家ごとや親族ごとの単位ではなく、あらたな
開発単位としてコミュニティを再組織化すること
をむらに要請した。しかし、むらでは、すでに個
人化が進んでおり、近隣の相互扶助はほとんどみ
られず、あったとしても血縁関係を基盤にした相
互扶助にかぎられる。コミュニティの再組織化の
対象となったのは、出稼ぎにでた夫や子どものか
わりに家に残っている中高年の女性たちだった。
むらのなかでは、家事をできること以上に、どれ
だけ現金収入をえられるかによって、「できる嫁」
かどうかが判断される。都市にでて農民工となる
ことを選択しない／できない女性たちは、むらの
稼ぎの場を利用して、積極的に現金収入をえよう
と努めている。むらの女性たちにとって、棚田建
設での肉体労働は、あらたな現金収入獲得の場と
なった。
棚田建設では、ブルドーザーで簡単に地ならし
するほかは、すべて人手による作業である。むら
に残された女性たちは、開発単位のメンバーと
なって肉体労働を担い、友人たちに声をかけて、
毎日朝から晩まで日雇いとして棚田に稼ぎにでか
ける。鎮政府やむらの幹部たちは、建設のレベル
を上げるために、毎日棚田を見回って、農民たち
に土手のつくり方を指導する。幹部らが、ときに
監視ととられるような執拗なチェックをする時に
は、日雇いの女性たちは、幹部たちがいなくなる
と悪口をいって憂さを晴らし、腰を休めておしゃ
べりし、作業を手抜きする。
むらのなかには、こうした開発のために編制さ
れた単位とはべつに、コミュニケーションの場が
ある。インフォーマルなコミュニケーションの場
のほうが、むらの生活では重要である。むらの人
びとは、となりむらでひらかれる定期市や雑貨屋
にゆき、日用品や食事の買い物をし、近隣のむら
からやってくる親戚や友人たちとおしゃべりをし
て情報交換する。定期市は、むらをこえた社交の
場である。日々のつきあいや社交は、茶会を中心
とする。毎日３～４回ほど、それぞれの家で、
「罐罐茶」とよばれる、この地域一帯独特の茶を
飲みながら、男女関係なく気のあう仲間でおしゃ
べりする。噂話、嫁姑の悪口、作付のぐあい、日
雇い・出稼ぎ情報の交換にはじまり、むらの問題
や政府役人の賄賂など、なんでも口に出して、こ
れからどうしていったらいいのか雑談ながらに意
見をいい、不満や苦情をぶつけあい、今後の方針
がその場の雰囲気で決まってゆく。
棚田建設をきっかけに、茶会の場では、人びと
の労働や仕事にたいする認識もあらためて意識さ
れるようになり、むらの貧富の格差の増大や差別
意識を反映するようになった。毎月３０００元（約４
万円）も稼ぐにもかかわらず、地元の人たちから
は「クーリー（苦力）」とよばれるブルドーザー
の運転を担当する技術者たちがいる。「クーリー」
には、おなじ村の者もいれば、よそ者もいる。
「クーリー」という言葉は、かれら本人の前で口
にされることはなく、裏でこっそりと話をする時
につかわれ、侮蔑の意味がこめられている。むら
の人たちは、「いっぱい稼いでも、あれはクー
リー。絶対やりたくない」といい、どれだけ稼ぐ
か（結果）よりも、どうやって稼ぐか（手段・方
法）が重要だと強調する。「クーリー」という呼
称は、棚田建設に縛りつけられるような労働や生
き方をしたくないという思いの表れでもある。
むらの若い女性たちは、むらでの肉体労働から
解放された都市への出稼ぎの経験を口ぐちにこう
語る。「都市にでたら家族や姑に干渉されること
もないし、家事や農作業もしなくていい。夫婦喧
嘩もしなくてすむ。親戚の家に世話になったり、
気のあう友人と一緒に暮らせるから、むらにいる
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時よりずっと楽しい。はじめて出稼ぎにいった時
は、標準語も聞き取れないし話せなかった。あの
頃は売り上げもわずか。一年たった頃、言葉がで
きるようになって、自分でも交渉できるように
なって、腕に技術もついてきた。稼ぎが増えてい
くのが、おもしろくて、うれしかった。まわりの
人たちとも顔なじみになって、おしゃべりした
り、楽しかった。何してもいい。むらにいたら絶
対穿けないスカートも着れた。また働きにいきた
い」。
農民工の波に参加した若者たちは、憧れと夢を
抱いて都市に出てゆき、血縁関係ネットワークと
自分の才覚を頼りにやってゆく。農民工になると
いうことは、標準語を習得し読み書きができ、技
術とコミュニケーション能力を身につけ、あらた
なネットワークを開拓してゆけるだけの力をもっ
ていることの証しである。むらでは農民工になっ
て稼げることが、男女を問わず「一人前」の基準
になっている。しかし、かれらは、都市へでるこ
との喜びや楽しみを強く実感するとともに、都市
からむらに戻った時に、いままで感じなかったむ
らの縛りを異質なものとして意識するようになっ
た。都市への憧れとむらの生活への違和感との
ギャップを抱えつづけながら、都市と農村との移
動生活を繰りかえしている。
むらの人びとは、かつてのむらの暮らしを
「クーリー」状態ととらえて、「クーリー」からの
解放すなわち都市で農民工となることをより高い
状態への移動だととらえている。しかしながら、
みなが同じように解放され、平等に富を獲得でき
ているわけではないことにも注意しておかなけれ
ばならない。むらのなかで貧富の格差が増大して
いることは、家の外観や家ごとの食事の献立に典
型的にあらわれ、だれの目にも明らかになってい
る。都市に出稼ぎにでて多額の現金収入をえる家
族がいる一方で、病人や障がい者を抱える家族た
ちは、生存ぎりぎりの生活を送るか多額の借金に
あえいでいる。一般的に４０歳を過ぎると出稼ぎを
やめるが、絶対的貧困状態のもとにおかれている
家族は、やむをえず出稼ぎにでて「クーリー」と
おなじ過酷な肉体労働をつづけなければならな
い。つまり、むらの「クーリー」労働からの解放
のあとに待ち受けているのは、都市での「クー
リー」労働でしかないという実態がある。中高年
の移動生活者たちは、かならずしも希望や夢を抱
いて農民工になっているのではない。かれらは、
都市での農民にたいする不平等な制度や格差を目
の当たりにして、学歴や技術力のない自分たちの
選択範囲がいかに狭いかを思いしらされたうえ
で、都市と農村の「クーリー」労働の往復という
道を選択するのである。それゆえ、かれらが抱く
疎外感や剥奪感は、ことさら大きい。
若い男性たちのなかでも、家の修築などの肉体
労働にたずさわる人たちは、給料をピンはねされ
ることもしばしばといい、都市にでることで農民
にたいする差別的な待遇やまなざしを実感し、詐
欺まがいの農民工の募集の被害にあっている。労
働保険のないなかで危険な労働に従事したことの
ある人たちは、怪我をしたり病気になったりして
も何の保障もされず、農村に送りもどされたとい
う。かれらは、現実生活においても、かつ法制度
上もいまだに排除されつづけている。こうして都
市に行き場のなくなった人たちや農村に取り残さ
れた人たちが、「一人前」であり続けようとする
ところに待っているのが、むらの棚田建設での肉
体労働なのである。
人びとを都市へと駆り立てる力は、むらの貧困
だけではない。「一人前」の規定をめぐるローカ
ルな生活規範の変化、男女の性別役割分業の変
化、家族経営の展開、個人の願望とが重なりあっ
て、人びとは移動生活を選択する。村内の貧富の
格差は、「西部大開発」が本格化するとともに急
速に拡大している。都市・農村間の格差にくわえ
て、村々間の格差そして村内格差が増大してい
る。
４ 景観の〈政治化〉をめぐるローカルな
空間の再構築
４．１ 景観の制度設計をめぐるポリティクス
棚田建設プロジェクトは、国家の食糧安全保障
と生態建設（環境保全）をかかげる中央政府と、
収量・収入の増大、労働負担の軽減、災害防止・
安全を求める農民たちとにより大規模に展開され
てきた。とくに近年のグローバルな投機によって
引き起こされた穀物市場高騰もプロジェクトの推
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進に大きく影響している。棚田建設の面積は、す
べて上意下達で決定されてゆくが、実際にプロ
ジェクトを進めるには、コミュニティ・レベルで
のこまかな調整や合意形成が必要とされる。とき
には、上級の指示とは異なるローカルな対応や対
抗手段を編みだす必要もでてくる。
棚田建設プロジェクトに直接かかわるのは、コ
ミュニティと農民のほか、省、市、県・区、郷・
鎮政府の水土保持局である。県・区以下の地方政
府と水土保持局は、棚田建設の技術面をサポート
しており現場に何度か通っているため、はやくか
ら生態移民と退耕還林・還草政策とがはらむ矛盾
を認識していた。かれらは、これらの政策が黄土
高原の自然条件や人びとの暮らしをまったく考慮
していないため、政策効率も効果もともに低く、
むしろ農民の生産と生活にあらたな問題や矛盾を
もたらしていると批判する。
とりわけ、かれらが問題にするのは、毎年わり
あてられる環境目標分の退耕還林・還草を実施し
てゆくウラで起こっている矛盾である。つまり環
境保全の名目で毎年計画される退耕還林・還草の
面積以上の棚田を、開発目標としてあらたに建設
しつづけ、国家の食糧安全保障をなんとしても確
保しなければならないという事態が出現してい
る。たとえば退耕還林・還草を実施すれば、それ
だけ農地がすくなくなるため、食糧安全保障の面
から、農地の増大が要請される。地域レベルに目
をうつせば、退耕還林の名目で年ごとに作付けを
調整しなければならず、貧困地域の農民たちの生
存・生活が脅かされる。それまでそこで農業をい
となんでいた農民たちを強制的に移動させる場
合、かれらにあらたな農地を提供しなければなら
ない。近場に代替する農地を確保できず、居住地
からの強制移転をともなう生態移民の形態をとる
場合、かれらに保障する農地はさらにふえる。農
民たちの暮らしからみれば、せっかく苦労して開
拓してきた棚田を放棄して、またあらたな棚田を
開発しつづけなければならず、棚田建設に縛りつ
けられる生活へ逆戻りすることになる。
環境保全の名のもとで農地を減少させる一方
で、あらたな農地を造成しつづけなければならな
いという矛盾は、環境主義のねじれともいえよ
う。棚田建設プロジェクトは、生態移民のひきお
こした矛盾やねじれをひきうける場となってい
る。そして、ねじれ解消のための実践もやはりね
じれをともなう。たとえば、棚田建設プロジェク
トでは、傾斜度２５度をめぐって矛盾する解釈が生
じている。上級機関が設定した基準により、傾斜
度２５度以下では棚田建設をしてもいいが、傾斜度
２５度以上ではかならず退耕還林・還草をしなけれ
ばならないということが制度的に決められてい
る１２）。しかし、上級機関の計画目標値を達成する
ためには、各地域の耕地が不足しており、こうし
たタテマエを守りつづけることはむずかしい。そ
の結果、傾斜度２５度をはるかにこえる急傾斜なと
ころでも棚田建設をおし進めてゆくことになる。
建設規模や建設技術および運営モデルが優れてい
ると政府に承認されたむらは、「模範村」として称
揚されることさえある。ローカルなコミュニティ
は、「模範村」というフォーマルな承認をとりつ
けることによって、補助金の優遇を獲得するいっ
ぽうで、国家政策の矛盾を内側からあぶりだす。
棚田建設プロジェクトは、生態移民のウラにあ
たる存在であり、環境主義にもとづいた開発政策
の矛盾を引き受ける存在になっている。ときに
は、災害や自然破壊につながりかねないにもかか
わらず、生態移民や退耕還林還草政策とあきらか
に矛盾する急傾斜地での開拓が公然と推進される
ことすらある。棚田建設プロジェクトは、西部大
開発の政策矛盾を露呈させる存在でもある。こう
した矛盾は、少数民族が暮らしている地域ほど大
きくなる１３）。中国西部は、回族が多いので、漢族
１２）『中華人民共和国水土保持法』（１９９１年６月２９日 第七届全国人民代表大会常務委員会第２０回会議可決）「第１４条
傾斜２５度以上の急傾斜地での開墾および農作物の栽培を禁止する。省、自治区、直轄市人民政府は、当該地区の
現状に応じて、傾斜２５度以下の範囲内で、開墾禁止の傾斜度を規定してもよい。開墾を禁止する急傾斜地の具体
的な範囲については、当該地区の県級人民政府が、これを定めて公告する。本法施行以前に、開墾を禁止されて
いる急傾斜地で、すでに開墾や農業を行っていた者については、実際の状況に応じて、基本農地建設の基礎のも
とで、しだいに退耕、植樹・草地化、植生の回復、あるいは棚田建設を行わなければならない」
１３）コミュニティ単位でなく小流域管理が開発の最優先項目として推進されたが、西部の少数民族自治区では、少数
民族と漢族が集住雑居しているため、複数の異なる民族が棚田建設を実施していかなければならなかった。近
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と回族を中心に棚田建設プロジェクトを実施して
きた。漢族と回族によるプロジェクトは、ほとん
どが大規模でシステム化されている。これらの地
域では、開発をめぐって国家が繰り出す言説どう
しの矛盾が露呈しやすいだけでなく、より大きな
葛藤をコミュニティにもたらしている。傾斜度２５
度の規定をめぐる景観の〈政治化〉は、棚田建設
プロジェクトをめぐる環境主義の言説がいかに政
治的に作りだされるかを露わにし、それによって
ローカルな空間が再編されてゆくプロセスとそこ
ではたらく力関係を浮き彫りにする。
４．２ スピリチュアルな景観とトランスローカル
な〈生〉
これまでにも自給自足的に開墾された棚田や民
衆運動として展開してきた棚田建設運動は、西部
にも存在していた。しかし、近年おこなわれてい
るような中国西部で棚田景観を大規模かつ政治的
に創造するという開発行為は、これまで西部フロ
ンティアに存在したことがなかった。かつて土地
からの解放を求めた民衆がエネルギーを総動員し
て展開した棚田建設は、近年の西部大開発戦略の
なかでは、国家が人びとを強制動員して、ふたた
び土地へ縛りつけ定住するように志向している。
棚田は、かつての仕事の場という意味のほかに
も、労働の場や稼ぎの場という意味を帯びつつあ
る。棚田建設の展開とともに、棚田は日雇いの場
や、一時間あたりの労働で現金換算可能な空間と
いうあらたな意味をもちはじめている。棚田は、
過去の苦しい開拓時代の記憶と結びつくととも
に、いまや国家から強制的に動員を迫られる場と
なり、棚田に縛りつけられた労働と生き方から解
放されることのない「クーリー」でありつづける
ことを要請する空間へと転換しようとしている。
しかしながら、棚田を生活の場とする人びとに
とって、棚田はいまなお多層的な意味をもちつづ
けている。たとえば、棚田は死者の霊魂がやすら
かに眠る場である。いまでも土葬の慣習がのこる
S村では、一家の墓は棚田につくられ、家族はお
なじ墓に埋葬される。埋葬を終えたばかりの墓の
まわりにはジャガイモやトウモロコシが植えられ
る。棚田には、生と死がともに存在している。家
に不幸がつづくときには、棚田の一角にちいさな
土壁を建てて魔除けにする慣習がいまも残ってい
る。棚田は、ときに呪術の場にもなる。山神の住
まう場もやはり棚田の尾根の山である。かつて匪
賊の侵入を防ぐために建てられた砦は、日本の中
国侵略の時には抵抗の基地となり、共産党の解放
闘争の拠点にもなった。棚田の尾根に立ちならぶ
砦の多くは、ローカルな境界であるとともに時代
の転換をしめす境界としてシンボル的な意味合い
をもって、いまなお保存されている。
しかし、棚田建設の展開にともなって、コミュ
ニティでは棚田の意味をあらためて問い直すよう
な問題に直面する。近年のブルドーザーを導入し
た大規模な機械型の棚田建設では、何段にもつら
なる棚田を一枚にならすため、墓が暴かれたり踏
みにじられるということがコミュニティで問題に
なった。開発対象地となった棚田では再葬送の儀
礼をおこなうことを余儀なくされた。家族たち
は、やむをえず先祖代々が眠る墓を掘り起こし
て、遺骨をとりだし、山際の棚田にふたたび手厚
く弔った。棚田は、いまなおスピリチュアルな意
味が付与されつづけた儀礼空間でもある。
国家開発をめぐってローカルな生活世界が受け
た変化は、景観にたいする態度に反映される。景
観には国家／ローカルな歴史、政治、文化、人び
との身構えや願望の積み重なりが投影されてい
る。政府は、環境保全や食糧安全保障や国防のた
めに棚田建設を推進してきた。しかし、棚田建設
の結果、空間の意味や景観が変化し、景観の〈政
治化〉が引き起こされた。黄土高原を棚田へと改
造してゆく棚田建設運動をつうじて、棚田が、景
観を〈政治化〉するためのモニュメントへと改造
されていったのである。スピリチュアルな景観を
基礎にして、その上に生存と生活を賭けた民衆運
動をつうじて形成された棚田景観がかさなり、さ
らにその上に西部大開発の政治的動員によって
〈政治化〉された棚田景観がかさなっている。〈政
治化〉された景観には、仕事・労働にたいする認
識の変化、ローカルな形で共有されている差別構
造、景観の制度設計をめぐるポリティクスが反映
年、少数民族自治区の多くのコミュニティでは過大な目標設定に対応できない事態がしばしば起こっている。
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されている。棚田は、国家の政治権力が刻まれた
文化的景観を生成しつづけているといえよう。さ
らに景観を〈政治化〉するプロセスにおいて、棚
田建設に適した労働する肉体と農業に従事する精
神が求められ、ローカルな人びとの時間感覚と肉
体までも改造していった。
都市に出稼ぎにいかない／いけない中高年の人
びとは、むらという領域を超えることはなく、む
らのなかで棚田建設にたずさわる。棚田建設のブ
ルドーザーを運転する「クーリー」たちは、棚田
建設の期間、むらに住みこみ、早朝から晩までは
たらき、棚田建設が終わると、べつの棚田建設現
場へと赴く。かれらには都市への投企という選択
はないが、むらから別のむらへと移動しながら自
分たちの生活を組み立てている。若者たちや都市
に出稼ぎにでる力のある者たちは、都市での差別
を身をもって経験してもなお農民工となることを
選択し、むらを超えでて都市と農村の往復運動の
なかで暮らしを立ててゆく。
移動生活を送る人びとにとって、「西部大開発」
以降に展開された棚田建設への政治的動員は、都
市への投企の可能性を閉ざされ、ローカルに境界
づけられた空間の中に定住して「クーリー」にな
ることを要請するものにほかならなかった。希望
を抱いた投企であれ、絶望のうえでの投企であ
れ、居心地のわるさを感じて解放を求めた人びと
がおこなう投企は、つねにマクロな政治のなかに
編制され権力構造に編みこまれてゆく緊張とせめ
ぎあいながら実践されている。それと同時に、ミ
クロなコミュニティの中にさえも、連帯をはかる
のではなく、差別を生みだし共有する構造が、ミ
クロな形で複製されている。都市で農民工になっ
て暮らすという選択であれ、農村で棚田建設にた
ずさわり「クーリー」になって暮らすという選択
であれ、ともに同質の差別を生きざるをえない構
造のなかで、なお暮らしを立ててゆくためにおこ
なわれた選択である。しかし、都市での「クー
リー」化には、なお投企の可能性が残されてお
り、農村に縛りつけようとする力や「クーリー」
化の差別に抗いながら、都市への投企に賭けつづ
ける人びとの願望が、都市と農村の往復という空
間移動に反映されている。
５ 結 論
西部大開発は、国家の食糧安全保障および西部
フロンティアの軍事的安全保障というナショナル
な言説と環境保全というトランスナショナルな言
説が交錯した場で展開している。それは農村の余
剰労働力に対応するために資源を再配分して、監
視のあらたなしくみを作りだし、西部フロンティ
アを戦略的拠点として再定置して、領土・空間を
再定義するという〈政治化〉のプロセスでもあっ
た。
新中国建国以降とりわけ１９６０年代以降、全国で
展開された自発的な民衆動員の棚田建設運動は、
改革開放と西部大開発という国家政策を背景に、
西部フロンティアを対象にした強制動員による大
規模な棚田建設プロジェクトへと編制されてい
る。これら一連のプロセスにおいて、勤勉や自助
努力による貧困の克服というサクセス・ストー
リーと農民たちの自己責任論が普及し、ローカル
な時間感覚の変化と肉体改造がおこなわれ、自己
管理が内面化されてゆき、空間の意味が再編され
ていった。
むらに残された女性たちは、棚田建設に参加し
て現金収入をえることで、むらで「一人前」と認
められる機会をつかむが、それは同時に棚田建設
に縛られた生き方を受け入れることになる。
「クーリー」と呼ばれるブルドーザー運転手たち
は、棚田建設に参加して農民工以上に稼ぐことが
できるようになる一方で、都市への投企の道を閉
ざされ、むらで「クーリー」と蔑まれながら、棚
田建設に縛りつけられた生き方を選択せざるをえ
ない。農民工になるという選択をした人びとは、
希望と憧れを抱いて都市に出てゆき農村の「クー
リー」労働から解放されるが、しかし都市では農
民に対する差別が根強く、チャンスはほんのわず
かしかないという現実に直面する。つまり、むら
の「クーリー」労働からの解放の先に待ち受けて
いるのは、都市の「クーリー」労働への束縛でし
かないという現実に向きあい、疎外感と剥奪感を
強めていた。完全な脱出も解放もありえないとい
う現実のなかで、それでも生活を組み立ててゆく
ために、人びとは、都市への投企に一縷の望みを
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託して、都市と農村とを往復する移動生活をつづ
けることに可能性を見出す。
むらの内部やむらどうしで貧富の格差がますま
す増大しているにもかかわらず、ミクロなコミュ
ニティのなかでは、連帯をはかるのではなく、差
別を生みだし共有する構造が、ミクロな形で複製
されていた。むらに安らぎ、信頼、社会的セーフ
ティネットを求めることができないため、農村へ
と戻ってきた人びとは、ふたたび都市へと向かう
のである。都市であれ農村であれ、かれらは圧倒
的な抑圧と排除のなかで、わずかな希望に賭けな
がら、完全に根づくことのできない空間を、トラ
ンスローカルという移動を介して生きつづけるの
である。
むらのなかで生きる人びと、むらを渡りあるい
て生きる棚田建設者、むらを超えて都市と農村を
移動して生きる農民工といういずれの選択をする
にしても、かれらは棚田景観にあらわれる多層的
な意味の空間を生きている。かれらの暮らす空間
は、いまなおローカルな儀礼空間として存在する
スピリチュアルな棚田景観を基盤にして、その上
に民衆運動で培った生存・生活に根ざした生活空
間としての棚田景観がかさなり、さらにその上を
西部大開発以降の〈政治化〉された棚田景観が
覆っていた。景観の〈政治化〉とは、景観のうえ
に国家の意志を明確にしめす政治権力の行使であ
り、棚田建設では景観の制度設計をめぐるポリ
ティクスとしてあらわれ、おたがいに矛盾や葛藤
を生みだす重層的な景観を形成していた。棚田空
間は、人びとをローカルな領域と「クーリー」労
働へと縛りつけ、コミュニティ内部での差別を構
造化する場ともなっていた。インフォーマルな社
交空間では、コミュニティ内で差別を生成し共有
する場となり、一縷の望みにかける人びとと将来
の発展をあきらめ絶望している人びとをともに都
市へと向かわせるよう動機づけた。
しかしながら、ミクロな生活空間は、西部大開
発戦略の展開にともなって、景観の制度設計をめ
ぐるポリティクスの舞台となる一方で、コミュニ
ティが名誉と補助金を獲得する駆け引きの場とな
り、あらたな開発単位として編制された女性たち
が、政府幹部たちに懐柔されずにサボタージュし
ながら自立をはかる場ともなっていた。茶会とい
うローカルな社交の場や討議空間を維持しつづけ
ることで、マクロな政治や権力に完全に絡めとら
れてしまわないローカルな対応が同時になされて
いた。それゆえ、人は都市での絶望の後にふたた
びむらへと帰還可能になるのである。
本論文の漢族やムスリムたちのトランスローカ
ルな〈生〉は、国家や都市が志向する農民像を否
定し、景観の〈政治化〉と「クーリー」化の力そ
してコミュニティの差別構造に抗いながら、解放
の道がほぼ閉ざされてもなお、一縷の望みを抱い
て都市への投企に賭けつづける人びとの生活のダ
イナミズムにほかならない。
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“Politicization” of Landscape and Changing Communities
―Experiences of Life-World in Western Development in China―
ABSTRACT
Spatial turn in globalization has accelerated the mobilization of local people. This
paper aims to clarify how local communities in China change and how their life-world is
constructed by different actors in the process of national development. This paper focuses
on “politicization” of landscape, which means the process where a nationstate politically
constructs landscape and power politics among different actors. In a case study of a project
of constructing terrace paddies in “Western development” in China, this paper analyzes
local spatial turn of life-world by power politics.
Even though they choose to be peasants in rural area or “migrant worker” (nongmin
gong) in urban areas, local people in western development areas must live with the same
discrimination. They are excluded from getting opportunities of having formal jobs and
welfare in urban areas, and are oppressed to participate in development projects in rural
areas. In this process, the local community generates and shares discrimination without
solidarity. Whether in an urban area or rural area, local people with little hope experience
overpowering oppress and exclusion and are living in space without roots through trans-
local mobilization.
Trans-local life-world has generated dynamism where local people reject the image of
peasants that nation state and urban people demand and seek for an alternative life. By
this means, a local community has gained experiences in order to counter the
“politicization” of landscape, exclusion and discrimination in local communities and urban
areas.
Key Words : development, “politicization” of landscape, community
【L：】Server／関西学院大学／社会学部紀要／社会学部紀要第１０９号／山本早苗 ３ 校
March ２０１０ ― ―１２７
